「もうひとりの当事者」が見つめる精神障害者の日常生活 ―８名の家族かのインタビュー調査を通して― by 青木 聖久
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定診査）を実施することになっているのである．ちなみに，障害基礎年金は基本的に 2017 年 3
月まで，各都道府県ごとに診査がなされていた注 1．




















































る家族の中から選定した．2017 年 12 月から 2018 年 3 月までの間，表 1 に示しているように，









ID 本人の性別 本人の年齢層 家族の年齢層 本人との続柄
A 男 40 代 70 代 母
B 女 40 代 60 代 母
C 女 死亡 70 代 子
D 男 40 代 70 代 父
E 女 40 代 60 代 母
F 男 20 代 50 代 母
G 男 20 代 60 代 母












































































































































































































































































































＊本研究は，2017 年度日本福祉大学公募型研究プロジェクト，2018 ～ 2021 年度 JSPS 科学研究
費（JP18K02173）による，研究成果の一部である．また，本稿は，金城学院大学で行われた
2018 年度日本社会福祉学会第 66 回学術研究集会において発表したものを基にしている．
　最後に，本調査において，ご協力いただいた 8 名の研究協力者の方々に感謝申し上げます．
注１
　障害基礎年金の新規請求の 2010 ～ 2012 年度における認定診査の採択率の平均について，厚生労働省
が調査をしたところ，最も不支給割合が高かったのは大分県の 24.4％だった．それに対して，最も不支
給割合が低かったのは栃木県の 4％で，両者の間には 6 倍以上の格差が認められた（厚生労働省
2015a）．また，2013 年度における障害年金（精神の障害）の再認定時の支給停止（等級非該当）状況が
示されている．それによると，最も支給停止割合が低いのが宮城県で，1,874 名中 3 名というように
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